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特別寄稿

スポーツにおける敗北：

―日本のプロ野球は失意をどう意味づけるのか―

ケリーW. W.

抄 録

この論文は、近代スポーツに潜む深遠なアイロニーについて論じる。そ

れは、スポーツ場面において、われわれの多くがしばしば経験する勝利で

はなく負けについて、あるいは成功を味わうことではなく、敗北に直面す

ることについてである。勝利の満足ではなく敗北の失望は、プレーヤーに

も観客にも共通している。

本論では負けることに関して大まかに３つのタイプに分ける。ひとつは

「 」、 、 、絶えず必要に産み出される敗者のような 日常的な敗北 そして 解雇

放出、辞職といったような完全な失敗としての「致命的敗北 、さらに前」

二者の中間にあって、負けを繰り返す「反復的敗北」である。反復的敗北

は受け入れることと説明することが最も難しい敗北である。

地域の絶大なる人気を誇るが負けてばっかりの大阪プロ野球チーム、阪

神タイガースを事例として、プレーヤーとファンが如何にして反復的な敗

北を捉え、調整して、そして受け入れるのかを、いくつかの要因によって

分析する。これらの要因には、多くのスポーツに共通の要因、スポーツと

しての野球に特有な要素、日本の野球に特有な要因と阪神タイガースに特

有の言いわけを含む。著者は苦々しい敗北という結果にもかかわらず、人

々はプレーし続け、また見続けるという文化的に屈曲させられた言いわけ

。 、と構造的なパターンのセットを識別しなくてはならないと考える そして

さまざまな場面で「敗北の論理」は単一の要因によって説明されるもので

はなく、複合的なモデルによって説明されるものなのである。

キーワード ：日本プロ野球、敗北、阪神タイガース、ファン、近代スポ

ーツ
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１）エール大学文化人類学部

Department of Anthropology, Yale University USA.

E-mail: william.kelly@yale.edu

特別寄稿

身体をどう捉えるのか

―「生体」という視点―

松田恵示・挟本 佳代

抄 録

本稿は、平成 、 年度の２年間にわたり本学会において設定された13 14

「スポーツする身体とは何か」に関するプロジェクト研究報告である。

年代までのスポーツ社会学では、奇妙なことに、論議のまさに焦1980

。 、点であるはずの身体にはあまり関心が払われずにいた むしろスポーツは

制度的、経済的、文化的側面から研究されることが優先され、身体の問題

は主に哲学に委ねられていたといってよい。ところが、 年代に入る1980

と状況が一変する。しかし、身体への社会学的関心が高まる一方で、身体

、 、 。 、の問題においては 多様な概念 見方が存在している そこで本論文では

身体論の流れをフォローするというよりも、新しいパースペクティブを投

げ入れることで、これまでの身体論の位置を批判的に探ってみた。

プロジェクトメンバーのひとりである池井は 「これまでの身体論は、、

身体の動物的側面をとりあげてこなかった」と述べている。つまり、別な

言葉で述べると、これまでの身体論では、身体を「人間的なもの」として

捉えようとしてきたということである。これは１つのイデオロギーでもあ

り、１つの習癖でもある。これがまず第一の問題点である。

、 。 、身体論を議論する上で もうひとつ重要な観点がある それは生物学的

人類学的観点である。この観点を念頭におくならば、人間は生物の一種で

あり、いうまでもなく進化の影響にさらされる存在となる。さらに観点を



- 3 -

広げるならば、感情や行動を作り上げる脳システムを考慮に入れる必要も

生じてくる。本稿は、デカルトの二元論のように身体から精神を切り離し

て人間を捉えようとするのは明らかに間違いであると結論づけている。こ

れらのことは特に第３章で展開した。

このように、新たな身体論の構築に向けて、私たちのプロジェクトは漕

ぎ出したばかりである。

キーワード：身体、生命有機体

１）岡山大学教育学部

700-8530 3-1-1〒 岡山市津島中

２）法政大学社会学部

194-0298 4342〒 東京都町田市相原町

特別寄稿

日韓ワールドカップとメディア

黒田 勇

抄 録

１ 本学会の研究プロジェクト「日韓ワールドカップとメディア」のも.

とで、日韓にかかわる言説に注目し、今回のワードカップがどのようにメ

ディアで意味づけられたのかを、研究プロジェクトのメンバーである黄盛

彬と森津千尋の研究を中心に中間報告としてまとめる。

それは、主に日韓のアイデンティティをめぐるポリティクスがワール

ドカップを通していかに現象したかを明らかにするものである。

２ テレビビジネスのグローバル化の中で、サッカーがキラーコンテン.

ツとしてビジネスの中心となり、ワールドカップもスポーツの「祭典 祝/

祭」という意味合いからメディアビジネスのメガ・イベントとなり、日本
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のメディアも大きな利益を上げた。

３ 日本のメディアは、日本のナショナルとしての熱狂を自明化する一.

方で、ステレオタイプイメージに従って韓国の熱狂を特殊化し、また、主

要メディアの「韓国応援」に対し、インターネット上では「反韓」メッセ

ージが溢れ、その中で欧州サッカーの「よき」消費者である日本のサッカ

ーファンも、アイデンティティをめぐるポリティクスに巻き込まれていっ

た。

４ 韓国においてもワールドカップを韓国社会の「世界化」の契機とす.

る戦略とそれへの市民の動員を目指すメディアの動きがあったが 「韓国、

代表躍進」の結果、そうした戦略の目標とは異なる韓国市民へのインパク

トの兆しがある。

キーワード：日韓ワールドカップ、メディアスポーツ、ナショナリズム

１）関西大学社会学部

564-8680 3-3-35〒 吹田市山手町

Email kuroda@ipcku.kansai-u.ac.jp：

論文

サッカーと集合的アイデンティティの構築について

―カルチュラル・スタディーズの視点から―

有元 健

抄 録

本稿は 「フーリガニズム」以降のカルチュラル・スタディーズにおけ、

るサッカー研究が、サッカーと集合的アイデンティティとの関係をどのよ
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うに考察しているかを概観し、そうした問題意識が西洋のクラブチームだ

けでなく日本におけるナショナルチームについても重要な分析の視点を提

供することを論じる。レスター派を中心とするフーリガン研究との論争か

らカルチュラル・スタディーズのサッカー研究は、特に労働者階級のファ

ンたちが文化的アイデンティティを構築するときの媒介としてサッカーを

捉えてきた。そして彼らは、サッカーが一次的なカーニバレスクをファン

に提供し、またそこで育まれる文化が資本主義社会や管理社会の対抗文化

になりうるとした。カルチュラル・スタディーズはそのようなファンの自

己同一化のあり方を、ブロンバーガーの「集合的イマジナリー」という概

念によって説明した。これはプレースタイルが核となってファンの人々が

心に抱き、それに同一化する「わがチーム」のイメージである。しかし、

そうした「わがチーム」への自己同一化は、同時に複雑な人種的・国民的

な包括と排除のプロセスを含んだ節合形態として認識されなければならな

い。つまり「集合的イマジナリー」にはすでに特定の人種的・国民的枠組

みが書き込まれているのである。カルチュラル・スタディーズのサッカー

研究が提示したこの視点は、日本の社会状況を分析するときにも有効であ

る。 年ワールドカップにおけるナショナルチームを表象するメディ2002

アは自己や他者に対するステレオタイプ化されたイメージを流通させた

が、この視点にしたがえば、それによって身体的･人種的に特定化され固

定化された「日本人であること」の集合的イマジナリーが構築され、ある

特定の身体図式が「日本人であること」としてファン（日本国民）の文化

的アイデンティティ形成に関与したのではないかと考えられる。

キーワード：サッカー、文化的アイデンティティ、節合、集合的イマジナ

リー

１）ロンドン大学ゴールドスミス校社会学部博士課程

E-mail arimototakeshi@hotmail.com：
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論文

都市空間と若者の「族」文化

―スケートボーダーの日常的実践から―

田中研之輔

抄 録

「 」 、 、わが国の都市空間において湧出してきた若者の 族 文化は しばしば

地域住民や警察によって管理や排除の対象にされてきた。そこで本稿は、

都市空間の利用をめぐり地域住民のまなざしや警察や警備員による管理が

「ストリート」でのスケートボーダーの実践を制限し、彼らを都市広場に

。 、囲い込んでいるという 年代以降の都市的現象に注目した 具体的には90

スケートボーダーとして 年５月 日に土浦駅西口に開設した広場2001 27

を利用しながら重ねてきたフィールドワークをもとに、 年代以降の90

「族」文化としてスケートボーダーが示しつつある「巧みな実践」の意味

と意義を明らかにした。

広場設置の背景には、スケートボーダーが地元のスケートボードショッ

プ店長と署名活動を展開し、市議会議員と協力し陳情書を提出するという

試みがあった。こうしたスケートボーダーによる積極的な都市広場の獲得

は、同時に彼らの実践を都市広場へと囲い込むことにもなる。

広場の獲得と囲い込みの中で日常的な実践を続ける彼らは、広場を自分

たちが楽しめる空間に創り変えつつ、再び「ストリート」へと駆り立てら

。 、れていく 彼らは地域住民や警察らによる管理や排除の圧力をかわしたり

ズラしたりしながら都市空間の「隙間」を探し求めているのである。

このようなスケートボーダーの実践は、地方自治体や警察らによる「囲

い込み」とそれに対する「対抗 「抵抗」図式で捉えることができない。」

彼らは、管理や排除に直接的に抗うのではなく、むしろ巧みに受け入れて

いく。

本稿を通じて、筆者はスケートボーダーの日常的実践に従来の「対抗」

「抵抗」図式では語りきれない彼ら一人一人の生を描き出していくととも
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に 「支配的なるもの」の圧力を無効化していくような「巧みな実践」を、

続ける彼らに新たな「連帯」の可能性を見出している。

キーワード：都市空間 「族」文化、フィールドワーク、スケートボーダ、

ー

１）一橋大学大学院社会学研究科博士後期課程

165-0027 2-27-2〒 東京都中野区野方

301フォレストヴィラ

TEL 090-4398-0382：

E-mail gsd0237@srv.cc.hit-u.ac.jp：

論文

近代日本における都市と身体に関する研究序説

―明治・大正期の公園を手かがりに―

小坂 美保

抄 録

本研究は，明治政府が 「国民」としての統一性を前提とした近代化を，

推し進めるために，その秩序が内在化できるような身体の形成装置として

都市や公園を捉えていたという都市と身体の関係に関する基本的な分析視

点を明らかにするとともに，その諸相の一端を序説的に展開することを目

的としている。

特に，明治・大正期に都市計画とともに整備された公園に焦点をあて，

そこでの人びとの身体が，次のようなことから秩序づけられていく可能性

をみることができた。それは，公園内の運動場や体操器械，園路といった

施設＝モノや，公園内の人びとの＜見る／見られる＞という視線が，人び

との行為の限定や秩序の受け入れに有効に機能している点である。



- 8 -

キーワード：都市 身体 公園

１）奈良女子大学大学院人間文化研究科

〒 － 奈良市北魚屋東町630 8506

TEL 0742 20 3911： － －

E-mail bam.osaka@cc.nara-wu.ac.jp：

論文

スポーツにおけるジェンダーの生産と再生産

―明治・大正期を手がかりに―

谷口 雅子

抄 録

本研究は、スポーツが移入された明治・大正期に注目し、規範の生成と

いう観点からみた、スポーツの場におけるジェンダーの生産・再生産の過

程を明らかにすることを目的とする。

その際に、これまでのセックス／ジェンダーという二元論的思考ではな

く、男あるいは女というカテゴリーの生成自体を歴史的・政治的出来事と

して捉え、むしろそれが起きた状況やその効果を分析の対象とする。そし

て、そもそも男と女という区別は、妥当／非妥当という形で他者から教育

されたものと考える。妥当／非妥当の形式による区別の操作という意味で

の規範の生成過程については、身体どうしのコミュニケーションから超越

性が生じ社会的な意味や規範が定まっていくというプロセスに関する大澤

理論に依拠している。

分析の結果、スポーツの逸脱性を抑制する上で男女を差異化する必要性

が増した時、それぞれの行為を限定する言説が形成され、ジェンダーが生

産されていった過程が明らかになった。また、スポーツを教育的に行うこ
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とは、他者との直接的コミュニケーションから生じる志向性の連鎖から、

行為の妥当性を一致させることが容易になり、ジェンダーが再生産されて

いく非常に有効な場となり得ることが明らかになった。

キーワード：ジェンダー・身体・規範

１）奈良女子大学大学院人間文化研究科

〒 － 奈良市北魚屋東町630 8506

論文

運動・スポーツ非実施へいたるプロセス

―中年期女性を事例として―

西村 久美子・山口 泰雄

抄 録

本研究は、定期的に運動・スポーツを実施していない中年期女性を対象

として、非実施にいたる過程を明らかにすることを目的としている。

? ? ? ?関西在住で 定期的な運動・スポーツの非実施者 既婚女性 職業、 、 、 、

年代、 子供の有無、を基準に有意抽出をした 名を対象者として個人面? 21

15 3接を行い その中から 名を事例として採用した 面接では 対象者の、 。 、

つのライフステージにおける運動・スポーツ実施の状況ならびにそれに影

響を及ぼした様々な要因、特に 時間的要因、 性役割、 快・不快経験な? ? ?

らびにそれにより形成される運動・スポーツへの態度について確認した。

また非実施の理由として、運動したいと思っているが積極的な実施にはい

たっていないもの（潜在群）と運動したいとは思わない、もしくは無関心

なもの（拒否・無関心群）を分類し、それぞれの特徴について分析を行っ

た。

これらの分析の結果、以下のことが明らかとなった。
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まず時間的余裕は潜在群と拒否・無関心群で明らかな違いが認められ

た。潜在群ではほとんどの事例が非実施の理由の一つにあげていたが、拒

否・無関心群では時間があってもやらないとするものもあった。

次に性役割は両群において差はなく 「女だからするな」といった直接、

的な規制もなかったが、妻・嫁・母となることで実際上実施が困難になっ

ていく過程が認められた。

三番目の快・不快経験の有無とそれにより形成される運動・スポーツへ

の態度については潜在群と拒否・無関心群で明らかな違いが認められた。

拒否・無関心群では、就学期やそれ以降の人生において十分な快経験がな

く、同時に不快経験の影響が今も残り、実施に影響を及ぼしていることが

認められた。

キーワード ：運動・スポーツ非実施、中年期女性、阻害

１）大阪大学人間科学研究科院生

657-0012 13-6 2F１）〒 神戸市灘区一王山町 池上方

２）神戸大学発達科学部

657-8501 3-11〒 神戸市灘区鶴甲

TEL 078-803-7734：

E-mail yasuo@main.j.kobe-u.ac.jp：

論文

ウォーキング実施者の特性とジェンダー・イデオロギー

―歩こう会会員とスポーツ実施者の比較を通じて―

高峰 修

抄 録
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本研究の目的は、スポーツ実施者との比較を通じてウォーキング実施者

の特性における性差を明らかにし、その性差をジェンダー・イデオロギー

の視点から解釈することである。体育に対する態度、過去のスポーツ参加

経験などの要因に関してウォーキング実施者とスポーツ実施者の比較を行

った。 年に 人の日本成人に対して郵送法による質問紙調査を1998 1,535

1,047 369 163 206実施し 人から回答を得て そのうち 人 女性 名 男性、 、 （ 、

名）を分析対象とした。ウォーキング実施者とスポーツ実施者をロジステ

ィック回帰分析を用いて男女別で比較し、さらに男性と女性における分析

結果を比較したところ、女性においては“体育に対する態度が非好意的な

人 “高校卒業後にスポーツに不参加だった人”がウォーキングを実施し”、

。 、「 」ている傾向が確認された こうした人々のウォーキング実施は 競争性

「スキル 「ルール」といった近代スポーツに特有の男性原理によって説」

明することができた。これらの男性原理は女性をスポーツから排除してい

たと思われ、こうした男性原理をウォーキングが持たないが故に、女性は

ウォーキングに取り組み易いのだと考えられる。

キーワード ：ウォーキング、性差、男性原理

１）中京大学体育研究所準研究員

243-0211〒

1167-1 B-201神奈川県厚木市三田 ハイツ小池

Tel&Fax 046-241-6063：

email otakamin@ybb.ne.jp：

論文

「野球害毒論争（ 年 」再考1911 ）

―「教育論争」としての可能性を手がかりとして―

石坂 友司
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抄 録

明治 ( ) 年に新聞紙上で繰り広げられた「野球害毒論争」は我44 1911

が国の近代スポーツの受容に際して，多数の教育家・知識人がそのあり方

について意見をたたかわせた歴史的意義を有する論争である．

本稿はこれまで野球史上に位置づけられて論じられることの多かったこ

の論争を，我が国の教育制度を特徴づける学歴主義の整備・拡張という文

脈からとらえ返す試みである．本稿では以下のような考察を試みた．

第一に，この論争の背景を当時の教育制度の整備・拡張というコンテク

ストに結びつけて論じた．そこでは進学の困難さと智育（試験）重視のメ

カニズムが一つの教育問題として議論されていたことを示した．その一方

で，運動を行うことが学業との関係から弊害として認識され，野球が管理

・統制の対象として把握される背景を明らかにした．

第二に，論争は官・私の対立という側面をもち，官立の教育者による野

球排斥論は，当時台頭していた私大への批判の論理から展開されていたこ

とを明らかにした．これに対する私学の応戦は，学歴主義の制度化に抗う

一つの差異化戦略であったことを示した．

以上のように，論争はＰ．ブルデューの文化的再生産論の視角から，文

化の「正統性」をめぐる象徴的闘争という側面をもつ「教育論争」として

定立していたことが論じられた．

キーワード：学歴主義，野球害毒論争，智育偏重，文化的再生産論
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研究ノート

ミクロ－マクロ・リンクのためのエスノグラフィー

― 『 』をJ. Sugden Boxing and society: An international analysis

事例として―

池本 淳一

抄 録

近年、スポーツ社会学において、マクロな理論的視点から引き出された

問題をスポーツの事例研究によって考察する、といった新たな傾向が存在

する。しかしながら、その多くが歴史的文献を用いた研究であり、エスノ

グラフィーを用いた研究は少ない。

このような状況の中で、 のボクシング研究は、マクロ－理論J. Sugden

的視点からの問題をエスノグラフィーを用いて考察している、数少ない研

Boxing and society: An究の中のひとつである。本論文は、彼の主著『

』を参考に、スポーツ社会学におけるミクロ－international analysis

マクロリンクのための方法論を提示することを目指している。

本論文においては、以下のことが考察される。

第一に、本論文は、彼が最初に手がけた、アメリカ・ゲットーにおける

プロボクシングクラブのエスノグラフィーが、当時のボクシング研究上の

問題に適切に答えていることを指摘する。

第二に、本論文は、彼が次に手がけた北アイルランド――そこはセクト

主義的抗争に満ち溢れた地である――におけるアマチュアボクシングクラ

ブのエスノグラフィーは、 のマクロ－理論的問題――国家無き社Sugden

会における秩序維持について――に適切に答えていることを指摘する。

最後に、本論文は、我々がマクロ的な問題関心に基づいてエスノグラフ

ィーを用いるさいには、コンテキストの異なるいくつかのエスノグラフィ

ーを比較検討することが不可欠である、ということを示す。

以上の作業を通じて、本論文は、スポーツ社会学においてエスノグラフ

ィー的手法によるミクロ－マクロリンクを達成するための、ひとつのモデ
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ルを提示する。

キーワード ：ミクロ－マクロリンク、ボクシング、 、国家無J. Sugden

き社会、国際分析
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